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コンピュータの基礎知識では、コンピュータがどのような仕組みで成り立ってい
るのか、処理の仕組みなどを学習していきます。まずは、「１－２　記憶素子」「１
－３　ＣＰＵ」で主記憶装置やキャッシュメモリ、ＣＰＵなどパソコンの構成要素
としてのハードウェアの知識を学習していきます。前提知識としてパソコンの構成
要素となる中身は、どのようになっているかを押さえておく必要があります。「１
－４　コンピュータの周辺装置」では、パソコンの周辺に存在する機器の仕組みに
ついて学習します。処理の仕組みとしての「１－５　仮想記憶・スプール処理」や「１
－６　インタフェース」を学習することで、パソコン全体が成り立つ仕組みを学習
することができます。
「１－７　オペレーティングシステム」、「１－９　プログラム言語」では、目に
見えないソフトウェアの学習をするため、イメージ作りが重要な論点を学習します。
「１－12　システムの処理形態」、「１－13　Webコンピューティング」では、先
に学習したコンピュータをどのような形態で利用するかを学び、データベースにつ
ながる「１－14　データ形式」を学習する流れとなります。

2  出題傾向の分析と対策

●❶出題傾向
# テーマ H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

1-1 ハードウェア・ソフトウェアの基礎知識 1 1 1 1

1-2 記憶素子 1 1 1

1-3 ＣＰＵ 1 1 1

1-4 コンピュータの周辺装置 1 1 1

1-5 仮想記憶・スプール処理 1 1

1-6 インタフェース 1 1 1 1 1

1-7 オペレーティング
システム 1 1 1 1 1

1-8 アプリケーションと
ミドルウェア 1 1 1

1-9 プログラム言語 1 1 1 1 1

1-10 HTMLとプログラム、XMLの関連 1 1 1

1-11 データ構造とアルゴリズム 1 1 1 1
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1-12 システムの処理形態 1 1 1 1

1-13 Webコンピューティング 2 1

1-14 データ形式 1 1 1

●❷対策
コンピュータの基礎知識の分野においては、出題頻度も高く、出題の量も大きな
分野となります。毎年、安定的に出題されており、十分な対策が必要となります。
対策として、覚えるべき用語が多くなるため、しっかりと意味を紐付けて体系的

に理解しておくことが大切です。例えば、主記憶装置はＤＲＡＭがよく使われ、Ｄ
ＲＡＭは遅いけど容量が大きいという風に、用語と用語を連動させて覚えてほしい
と考えています。
また、システムの構成と処理方式の分野においては、図を活用し、確実にイメー
ジを理解するようにしてください。特にWebコンピューティングは、現在活用の幅
が拡大してきているため、試験としても問われる可能性が高くなります。しっかり
と現代の利用形態に即した学習をすることが重要です。
データ形式の分野においては、次テーマのデータベースにつながる要素も多いた

め、当テーマ自体の出題が少なくても、データベースの重要性が高いため、しっか
りと学習してほしいと考えています。
全体の学習配分のうち、コンピュータの基礎知識の分野は高い学習配分が必要だ

と認識していただき、取り組んでほしいです。



M EMO
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第１分野 ハード・ソフトウェアの基礎知識

1 ハードウェアとソフトウェア

ハードウェア・ソフトウェアの基礎知識
過去問トライアル解説学 習 事 項 パソコン，スーパーコンピュータ，汎用コンピュータ，オフィスコンピュータ

このテーマの要点
パソコンの中の仕組みを理解しよう

補助記憶装置
（ROM）

主記憶装置
（SDRAM）

キャッシュメモリ
（SRAM）

CPU（演算）
レジスタ（演算結果格納）

まずは、パソコンの中の構成や仕組みを理解していきます。前提知識となる部
分ですので、しっかり学習しましょう。パソコンは机で仕事をする人に例えられ
ます。日常生活に置き換えてみることで理解を易しくします。

過去問
トライアル

平成19年度　第１問
コンピュータと各種装置

類題の状況 Ｈ25‒Q3　Ｈ23‒Q1　Ｈ22‒Q1

次のコンピュータの主記憶装置に関する文章について、空欄Ａ～Ｄに入る最も適
切な用語の組み合わせを下記の解答群から選べ。
オフィスにおけるコンピュータの利用に際しては、その処理速度が仕事の効率に
影響を及ぼす場合がある。この処理速度を左右する原因としてコンピュータに装備
する主記憶装置の容量が関係し、主記憶装置の容量が少ないと処理速度が低下する
といわれている。主記憶装置には多くの場合、 Ａ が利用されるが、価格などの
点で装備される記憶容量が限られるので、このような問題が発生する。
この場合の処理速度低下のひとつの要因は、補助記憶装置である Ｂ と主記憶
装置との間で Ｃ が発生するためである。このような現象が生じるのは Ｄ と
いう仕組みを取り入れ、主記憶装置の容量不足を補っているためである。

〔解答群〕
ア　Ａ：ＥＰＲＯＭ　　Ｂ：ＲＯＭ　　Ｃ：メモリインタリーブ
　　Ｄ：フラグメンテーション
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イ　Ａ：ＰＲＯＭ　　Ｂ：フラッシュメモリ　　Ｃ：リフレッシュ
　　Ｄ：キャッシュ
ウ　Ａ：ＳＤＲＡＭ　　Ｂ：ハードディスク　　Ｃ：スワッピング
　　Ｄ：仮想記憶
エ　Ａ：ＶＲＡＭ　　Ｂ：光磁気ディスク　　Ｃ：キャッシュ
　　Ｄ：ランダムアクセス

1  パソコンの中の記憶装置

パソコンの中にある記憶装置について見ていきます。

【１-１-１　記憶装置の種類】

ＣＰＵ 中央演算装置と呼ばれます。データの演算や制御を行うコンピュー
タの頭脳という位置づけです。

レジスタ
ＣＰＵの中にある記憶装置です。データの演算した結果のみを一時
的に格納する部分です。そのため、高速ですが容量は小さいのが特
徴です。

キャッシュメモリ
一般的にＣＰＵと一体となっている記憶装置です。直近で読み出し
た命令やデータを保管しているため、主記憶装置からの再読み出し
が不要となり、コンピュータの処理速度を向上させます。

主記憶装置
（メインメモリ）

現在作業中のデータやファイル等を保管する装置です。キャッシュ
メモリに比べると低速です。この主記憶装置の容量が大きければ大
きいほど、より大きなファイル等の操作が可能となります。

補助記憶装置
（外部記憶装置）

データを半永久的に保管する装置です。一般的にはハードディスク
が使われています。最近では、ＳＳＤ（Solid State Drive）と呼ば
れるフラッシュメモリを活用した記憶装置も登場しています。ハー
ドディスクよりも高速で消費電力も小さく、壊れにくいという特徴
を持っています。
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2  コンピュータの種類

コンピュータは、さまざまな種類があり、用途や状況に応じて使い分けをしてい
きます。

【１-１-２　コンピュータの種類】

■タブレットＰＣ
■スマートフォン

低

業
務

高
性能

個
人

用
途

■汎用コンピュータ

■スーパー
　コンピュータ

■ワークステーション ■オフィスコンピュータ

■ＰＣサーバー■パーソナルコンピュータ

業務用途へも拡大

スーパーコンピュータ
高性能の処理能力を備えるもの。膨大な計算を扱う場合などに
利用され、原子力や宇宙開発など特殊な分野で使用されること
が多いです。

汎用コンピュータ 事務処理や科学技術計算、基幹系の業務など広範囲にわたる業
務の処理能力を備える高機能で大型のコンピュータを指します。

オフィスコンピュータ 中小企業の事務処理などで使用される、比較的小さなコンピュー
タを指します。

ワークステーション 一度に複数の業務を処理できるように作られたコンピュータで
す。ネットワークを介した利用環境となるのが一般的です。

スマートフォン 高機能携帯端末のことです。高機能化と活用が進んでいます。
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OnePoint コンピュータで使われる単位

Bit（ビット）0と1（ONかOFFか）の２通りの組み合わせで１bitとなります。
　Byte（バイト）８bit＝１Byte
２通りの８乗なので、256通りの組み合わせを１Byteで表現できます。１
Byteより大きい単位は、以下のようになり、1,000倍ずつ増えます。
 　KByte（キロバイト）→MByte（メガバイト）→GByte（ギガバイト）
→TByte（テラバイト）→PByte（ペタバイト）

過去問 トライアル解答 ウ

チェック問題

スマートフォンのアプリケーションは、パソコンでも作ることが可能である。
 ⇒○
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第１分野 ハード・ソフトウェアの基礎知識

2 ハードウェアとソフトウェア

記憶素子
過去問トライアル解説学 習 事 項 メインメモリ，ＲＡＭ，ＲＯＭ

このテーマの要点
パソコンの中の記憶素子について理解しよう

ＲＡＭ

ＲＯＭ

ＳＲＡＭ

ＤＲＡＭ

ＶＲＡＭ

マスクＲＯＭ

ＰＲＯＭ

ＥＰＲＯＭ
ＥＥＰＲＯＭ

ＵＶ－ＥＰＲＯＭ

フラッシュメモリ

ＳＤＲＡＭ

キャッシュ
メモリ

主記憶装置

ビデオ
ボード半導体メモリ

パソコンの中には、さまざまな記憶装置が存在します。その記憶装置では、用
途に応じた記憶素子が使われています。パソコンの中の記憶装置に合わせてどの
ような記憶素子が使われているのか、結び付けて覚えましょう。過去の本試験で
も出題頻度のかなり高い分野ですのでしっかりと押さえてください。

過去問
トライアル

平成22年度　第１問
半導体と記憶装置

類題の状況 Ｈ24‒Q1　Ｈ19‒Q1

パーソナルコンピュータ（PC）には様々な半導体を利用した記憶装置が使用さ
れているが、業務に適したものを選択しなければならない。したがって、その特性
を理解しておく必要がある。
次のａ～ｄの記述と半導体を利用した記憶装置の組み合わせとして、最も適切な

ものを下記の解答群から選べ。
ａ　主記憶装置に利用され、高速に読み書きができるが、記憶保持のためにはリ
フレッシュ操作が必要で、電源を切ると内容は消去される。

ｂ　BIOSなどのデータを工場出荷時に書き込み、PCでは読み込み専用で使用す
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るもので、電源を切っても内容は保持される。
ｃ　書き換えが可能で、デジタルカメラからPCへのデータ移動にも使用される。
他の半導体記憶装置と比べると書き換えできる回数が少ないが、電源を切って
も内容は保持される。

ｄ　画面に描画するRGBの輝度データを記憶させるもので、電源を切ると内容は
消去される。

［解答群］
ア　ａ：SDRAM　　ｂ：マスクROM　　ｃ：フラッシュメモリ　　ｄ：VRAM
イ　ａ：VRAM　　ｂ：フラッシュメモリ　　ｃ：SDRAM　　ｄ：マスクROM
ウ　ａ：フラッシュメモリ　　ｂ：VRAM　　ｃ：マスクROM　　ｄ：SDRAM
エ　ａ：マスクROM　　ｂ：SDRAM　　ｃ：VRAM　　ｄ：フラッシュメモリ

1  ＲＡＭ（Random Access Memory）とＲＯＭ（Read Only Memory）

記憶素子は、大きく分けるとＲＡＭとＲＯＭに分類できます。ＲＡＭはデータの
書き換えが可能ですが、電源を切るとデータが消去される揮発性メモリです。
一方、ＲＯＭはデータの読み出しのみが可能で書き換えができませんが、電源を

切ってもデータは消去されない不揮発性メモリという特徴があります。

【１-２-１　記憶素子の一覧】

名称 ポイント 用途

ＲＡＭ
（揮発性）

ＳＲＡＭ
（Static RAM）

・ DRAMよりも高速。回路は複雑
・高速・高価・容量小
・リフレッシュ不要

キャッシュメモリ
フリップフロップ
回路

ＤＲＡＭ
（Dynamic RAM）

・SRAMよりも低速、回路が単純
・低速・低価・容量大
・ 一定時間ごとに再書込み（リフ
レッシュ）作業が必要 主記憶装置

（メインメモリ）
ＳＤＲＡＭ
（Synchronous 
DRAM）

・ DRAMの仲間で、DRAMよりも
高速に動作

ＶＲＡＭ
（Video RAM）

・ ディスプレイ等の映像出力用の
メモリとして使われます
・ DRAMやSRAMを活用したメモ
リ

映像用メモリ
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ＲＯＭ
（不揮発性）

マスクＲＯＭ
・ 書き込み禁止
・ 工場出荷時からデータが書き込
まれている

ＣＤ－ＲＯＭ
電子辞書の辞書
データ
ファームウェア

ＰＲＯＭ
（Programmable 
ROM）

・ １回だけ書き込み可能 ＣＤ－Ｒ
ＤＶＤ－Ｒ

ＥＰＲＯＭ
（Erasable 
Programmable 
ROM）

・ 何度でも書き込み可能 フラッシュメモリ

2  装置階層

コンピュータの記憶装置は、次に示すようなピラミッド型となっており、アクセ
ス速度が早ければ速いほど低容量で価格が高くなる傾向があります。

【１-２-２　記憶階層】

補助記憶装置
（ハードディスク、フロッピーディスク、

CD-ROM、DVD－ROM など）

主記憶装置
（DRAM など）

キャッシュメモリ
（SRAM など）

レジスタ

高

安

速

遅

少

多

価
格

ア
ク
セ
ス
速
度

記
憶
容
量

3  キャッシュメモリの活用

キャッシュメモリは、ＣＰＵの内部にあり非常に高速なメモリです。使用頻度の
高いデータをキャッシュメモリに配置することで低速のメインメモリとのやり取り
を減らし、処理の高速化が実現します。
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Keyword

▶　デュアルチャネル
メインメモリを２重にすることです。効率的なアクセスが可能となり、処理速
度が向上します。メインメモリを３枚差しにしたものを、トリプルチャネル、４
枚差しにしたものを、クアッドチャネルといいます。

▶　メモリインタリーブ
主記憶装置を複数のメモリバンクに分割し、ＣＰＵとのデータ転送を複数のメ

モリバンクに同時に実行することで処理速度の向上を図るものです。

過去問 トライアル解答 ア

チェック問題

ＲＩＳＣ型プロセッサの主記憶装置はＳＲＡＭを使用し、ＣＩＳＣ型プロセッ
サではＤＤＲ-ＳＤＲＡＭを使用しているので、ＲＡＭを増設する場合はメモリ
の種類を確認する必要がある。 ⇒×
▶　プロセッサの種類（ＲＩＳＣ型とＣＩＳＣ型）によって、使用する主記憶装
置の種類が限定される訳ではない。ＲＩＳＣ（Reduced Instruction Set 
Computer：縮小命令セットコンピュータ）とは、短縮命令セットコンピュー
タと呼ばれるアーキテクチャを採用したプロセッサで、回路を単純化して演算
速度の向上が図られている。かつてはＵＮＩＸサーバ等で多く採用されていた
が、現在は：ＰＣサーバを中心にＣＩＳＣ（Complex Instruction Set 
Computer、複合命令セットコンピュータ）の採用が多くなっている。ＣＩＳ
Ｃとは、多種多様な命令セットを持つ方式のプロセッサで、ＲＩＳＣと比較し
て実行できる命令が複雑で種類も多い。なお、パーソナルコンピュータの主
記憶装置には主にＤＲＡＭが使用されるが、超高速が求められるスーパーコン
ピュータや組み込みシステム（自動車の制御システム等）ではＳＲＡＭが主記
憶装置として使用されることがある。
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第１分野 ハード・ソフトウェアの基礎知識

3 ハードウェアとソフトウェア

ＣＰＵ
過去問トライアル解説学 習 事 項 ＣＰＵ，キャッシュメモリ，高速化技術

このテーマの要点
ＣＰＵの高速化技術を押さえよう
ＣＰＵ（中央演算処理装置：Central 
Processing Unit）の仕組みと機能について
理解しましょう。ＣＰＵには高速化を実現
するためのさまざまな技術が使われていま
す。この高速化の技術を理解するためには、
キャッシュメモリやメインメモリとの関連
について押さえることが重要です。キャッ
シュメモリの活用による処理の高速化が可
能となりますので合わせて理解してくださ
い。

過去問
トライアル

平成22年度　第２問
ＣＰＵと処理能力

類題の状況 Ｈ24‒Q3　Ｈ21‒Q2

PCの処理能力は様々である。その中から業務に適した能力のPCを選択しなけれ
ばならない。PCの処理能力に関する次の文中の空欄Ａ～Ｅに入る語句の組み合わ
せとして、最も適切なものを下記の解答群から選べ。
PCの処理能力はCPUの演算速度によって変化する。CPUの動作クロック周波数

が Ａ のものに比べ Ｂ で動作するものは演算速度が速い｡ PCに使用してい
たCPUを、動作クロック周波数が Ｃ ものに取り替えると処理能力は高くなる。
CPUとメモリや周辺機器の間ではデータのやり取りが Ｄ を通じて行われる。
Ｄ によるデータ伝送の幅は Ｅ で表現され、数値が大きいほどPCの処理能

力は向上する。

［解答群］
ア　Ａ：2GHz Ｂ：800MHz Ｃ：低い Ｄ：キャッシュ Ｅ：bps
イ　Ａ：2μs Ｂ：800ms Ｃ：低い Ｄ：キャッシュ Ｅ：ビット
ウ　Ａ：800MHz Ｂ：2GHz Ｃ：高い Ｄ：バス Ｅ：ビット数
エ　Ａ：800ms Ｂ：2μs Ｃ：高い Ｄ：バス Ｅ：bps

ＣＰＵ
プロセッサコア

キャッシュメモリ

メインメモリ
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1  ＣＰＵの仕組み

●❶クロック周波数
クロック周波数（Hz：ヘルツ）は、ＣＰＵの処理性能を表し、数字が大きいほど
処理性能は高くなります。

●❷プロセッサ
コンピュータ内で、データ処理、プログラム制御、システム状態管理などを行う
装置です。一般的にＣＰＵのことを指します。

2  ＣＰＵの高速化

ＣＰＵの高速化技術は、さまざまなものがあります。

【１-３-１　代表的なＣＰＵ高速化技術】

パイプライン
パイプラインは、各処理が終わる前に次の処理を行うといった、同
時並行的な作業を行うことで処理速度の向上を図るものです。パイ
プラインが複数あるものをスーパースカラと呼びます。

マルチプロセッサ

マルチプロセッサとは、１台のコンピュータに複数のマイクロプロ
セッサ（MPU：CPUと同義）を搭載して高速化を図ることです。
その中でも、密結合とは、複数のプロセッサが主記憶装置等を共有
します。疎結合は、複数のプロセッサがそれぞれ主記憶装置等を持っ
て独立しています。

マルチコア
プロセッサ

デュアルコアは、１つのＣＰＵパッケージ内に２つのプロセッサコ
アを搭載したものです。クアッドコアは、１つのＣＰＵパッケージ
内に４つのプロセッサコアを搭載したものです。

代表的な高速化技術のイメージを見てみましょう。

プロセッサコア

ＣＰＵ

キャッシュメモリ

プロセッサコア

共有

プロセッサコア

ＣＰＵ

キャッシュメモリ

プロセッサコア

ＣＰＵ

キャッシュメモリ

【１-３-２　マルチプロセッサ】 【１-３-３　マルチコアプロセッサ】
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3  ＧＰＵ（Graphics Processing Unit）

ＧＰＵは、コンピュータにおいて画像処理を行う部分です。３Ｄグラフィックス
の映像を出力するための計算などを行います。

Keyword

▶　オーバクロック
本来のクロック周波数以上で動作させることです。高速になりますが、負荷が

かかるため、動作が不安定になる場合があります。

▶　ムーアの法則
Intel（インテル）社の創業者の１人である、ムーア氏が唱えた法則です。「半
導体の集積密度は18～ 24ヶ月で倍増する」という内容です。

過去問 トライアル解答 ウ

チェック問題

コンピュータのＣＰＵと主記憶装置間の転送速度を表す内部クロック周波数
は、値が大きいほど転送速度は速くなる。 ⇒×
▶　クロック周波数は、コンピュータ内部の各回路間において処理の同期を図る
ための速度を示す指標であり、ＣＰＵと主記憶装置間の転送速度を示すもので
はない。クロック周波数は、１秒間にあらわれるクロックの回数のことであり、
クロック周波数が高いほど処理速度が速くなる。クロック周波数は、Ｈｚ（ヘ
ルツ）で表され、１秒間に１回の振動があることを１Ｈｚという。１秒間に
100万回の振動があることを１ＭＨｚといい、クロック周波数は、通常ＭＨｚ
の単位にて表される。なお、ＣＰＵ内のクロック周波数を内部クロックと呼び、
ＣＰＵがメインメモリ・拡張ボードなどとデータを授受する際のクロック周波
数を外部クロックと呼んで、明示的に使い分けることがある。
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第１分野 ハード・ソフトウェアの基礎知識

4 ハードウェアとソフトウェア

コンピュータの周辺装置
過去問トライアル解説学 習 事 項 ハードディスク，フラッシュメモリ，ＣＤ，ＤＶＤ

このテーマの要点
補助記憶装置を中心に覚えよう
コンピュータの周辺装置
は、大きく５つに分けるこ
とができます。これをコン
ピュータの５大装置（機能）
といいます。試験対策上、補
助記憶装置の種類と用途は必
須の知識となるのでしっかり
と学習してください。

過去問
トライアル

平成21年度　第３問
外部記憶装置

類題の状況 Ｈ26‒Q1　Ｈ20‒Q1

各種業務においてＰＣを利用していると、文書、表計算、画像などのデータが日々
蓄積する。これらのデータの交換を行ったり、バックアップをする目的で、外部記
憶装置が利用される。現在利用できる外部記憶装置用の記録媒体に関する記述とし
て最も適切なものはどれか。

ア　3.5インチ光磁気ディスクは最大2.3ＧＢ程度の記憶容量であるが、メディア自
身の耐久性はＣＤやＤＶＤに比べて高い。また、ＭｅｄｉａＩＤと呼ばれる著作
権保護の仕組みが利用できる媒体もある。

イ　５インチＣＤメディアに記録できるデータ量は、3.5インチフロッピーディスク
約5,000枚程度である。

ウ　５インチＤＶＤメディアには片面のみ記録可能であるが、１層の他、２層に書
き込み可能なものがあり、記録できるデータ量は５インチＣＤメディアの約100
枚程度である。

エ　現在市販されているブルーレイディスクの５インチメディアには、25ＧＢ程度
の容量のものと50ＧＢ程度の容量のものがあるが、一方はディスクの片面を、他
方は両面を利用している。

出力装置

記憶装置

入力装置

ディスプレイ
プリンタ

メモリ
補助記憶装置

キーボード
マウス

演算・制御装置

CPU
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1  補助記憶装置

補助記憶装置は、データを保存するための装置です。外部記憶装置とも呼ばれま
す。以下、様々な種類がありますのでしっかり押さえましょう。

【１-４-１　補助記憶装置の一覧】

名称 内容 キーワード

ハードディスク

補助記憶装置として最もよく使用されま
す。何枚も重ねた金属のディスクを、高
速回転させます。ハードディスクを格納
した装置をハードディスクドライブ
（HDD）といいます。

内蔵ハードディスク
外付ハードディスク

フラッシュメモリ
データの書き換えが自由で、電源を切っ
てもデータが消失しない半導体メモリで
す。

USBメモリ
SDカード
SSD（Solid State Drive）

光磁気ディスク
光学技術を使用した書き換え可能な記憶
装置です。一般的にはMOドライブと呼
ばれています。

3.5インチタイプ
容量：128MB～ 2.3GB

ＣＤ 光ディスクの一種です。樹脂製の円盤に
赤外レーザを使用して読み書きします。 容量：650～ 700MB

ＤＶＤ
CDよりも記録密度を高めたディスクで
赤色レーザを使用します。２層書き込み・
両面書き込みが可能です。

容量：4.7GB～ 8.5GB
CDの約7倍から12倍

Blu-ray Disk
青紫色レーザを使用し、DVDよりさら
に記録密度を高めたディスクです。２層
書き込み・両面書き込みが可能です。

容量：25GB～ 100GB
DVDの約５倍から25倍

2  ＨＤＤとＳＳＤの比較

【１-４-２　ＨＤＤとＳＳＤの比較】

ＨＤＤ（ハードディスクドライブ） ＳＳＤ（ソリッドステートドライブ）
耐久性が低く、安価で読み出しや記録に
関する速度がＳＳＤと比較すると遅くな
る傾向があります。
セクタと呼ばれる最小単位の領域ごとに
データを管理し、セクタとセクタのまと
まりをクラスタと呼びます。

省電力で耐久性が高く、読み出しや記録の速
度はＨＤＤよりも速いです。
しかし、高価でまだ大容量化はこれからです。
さらに書き換え回数の上限があるというデメ
リットも存在します。
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3  入力・出力装置

●❶入力装置
コンピュータに対して、データ入力などを通じて指示するための装置です。キー
ボードやマウス、スキャナなどがあります。上記以外の入力装置には、タッチスク
リーンがあります。タッチスクリーンは指やペンなどで直接画面等を触れることで
操作する入力装置です。銀行ＡＴＭや駅の発券機、スマートフォンなどのモバイル
端末にも使用されています。

●❷出力装置
コンピュータが処理したデータを、出力結果として外部に知らせます。代表例と

して、プリンタやディスプレイ、プロッタ（図面データを紙へ出力する装置）、プ
ロジェクタなどがあります。

Keyword

▶　解像度
ディスプレイやプリンタの出力データの表現の度合いのことです。単位には、

ｄｐｉ（dots per inch）：１インチあたりのドット数やｐｐｉ（pixel per 
inch）：１インチあたりのピクセル数などが使われます。ｐｐｉは、ＢＭＰ（ビッ
トマップ）形式の画像におけるピクセル数が基準となります。

過去問 トライアル解答 ア

チェック問題

演算装置では、処理命令に従ってデータを処理し、制御装置の指示でその演
算結果を転送させて主記憶装置に記憶させる。 ⇒○




